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F10.7 10.5    5.2     3.3    1.8    1.0
Sq 10.5    5.2    3.3     1.8 1.0 0.5    0.33
〇各ピーク周波数におけるコヒーレンス
0.99   0.73  0.99  0.97  0.95 0.2    0.55
→コヒーレンスの値から、これらの周波数スペクトルは、お互いに相関が高い
ことがわかる。
今後は、各周波数の意味について考える予定
http://www.leif.org/research/FFT-
Power-Spectrum-SSN-1700-
2008.png
太陽黒点数のFFTスペクトル
(1700－2008)
5.2年、10.5年周期のスペクト
ルは、黒点にもみられる
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A. 解析結果(付録)
A.1 F10.7指数とSq場(赤道域)の周波数解析とコヒーレンス
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A. 解析結果(付録)
A.2 F10.7指数とSq場(低緯度)の周波数解析とコヒーレンス
F10.7
index 
(1-month 
mean)
Sq
amplitude
KAK 
(36.23N, 
140.18E)
26
A. 解析結果(付録)
F10.7
index 
(1-month 
mean)
A.1 F10.7指数とSq場(低緯度)の周波数解析とコヒーレンス
Sq
amplitude
KAK 
(36.23N, 
140.18E)
27
A. 解析結果(付録)
A.3 F10.7指数とSq場(中緯度)の周波数解析とコヒーレンス
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A. 解析結果(付録)
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4. まとめ
○1947-2010年までの太陽F10.7放射フラックスと地磁気データを用
いて、Sq場の振幅の太陽活動依存性とその長期トレンドの解析を
行った。
1. Sq場の振幅は、太陽活動11年周期にほぼ同期して変動する。
2. F10.7とSq場の振幅との周波数解析の結果、太陽活動10.5年周
期成分以外に、 5.3、3.3、1.8及び1.0年のところに共通のスペク
トルピークが現れた。それぞれのコヒーレンスの値は、0.75以上
であり、両者の相関がかなり高い。
3．太陽活動に同期しない短期的な以下の変動が見られる
4ヶ月と6ヶ月周期：電離圏や熱圏大気の変動？
4. 太陽活動成分と差し引いたSq場の振幅の長期変動は、必ずしも
増加傾向の経年変動を示すとは限らず、その振幅は、約40年の
周期？で増加・減尐する。
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